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研究成果の概要（和文）：顎欠損患者の発話におけるこれまでの研究結果をもとに，国内でさらなる患者音声デ
ータの採集と解析を行い，音声の音響学的特徴と欠損形態との関連を明らかにすることができた．またドイツの
研究チームと共同で研究することにより，顎顔面欠損模型をデジタル化する様々な手法を検討することができ
た．本研究は世界的にも症例数の多い本学の顎顔面補綴治療の実績と，常に最先端の研究が行われているドイツ
のデジタル歯科技術との融合があって初めて可能な研究となっているため，国際的にも評価された．今後の展望
としては，得られた結果を人工知能によって結びつけることにより、より総合的なシステムを作成することであ
る．

研究成果の概要（英文）：Based on the results of our previous study on the voice of maxillofacial 
defect patients, further collection and the analysis of the patients' voice data were performed to 
clarify the relation between acoustical character of their voice and the defect type. In addition, 
international collaborative study with German team made it possible to consider about several ways 
to digitize the maxillofacial defect models. It is planned in the future to establish a general 
system connecting the results to each other using auto intelligence.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ガンの手術などによりに顎や顔の一部を失った患者さんの音声におけるこれまでの研究結果をもとに，国内でさ
らなる声の採集と解析を行い，声の特徴と顎の形態との関連を明らかにすることができた．またドイツの研究チ
ームと共同で研究することにより，顎の模型をデジタル化する様々な手法を検討することができた．本研究は世
界的にも症例数の多い本学の治療実績と，常に最先端の研究が行われているドイツのデジタル歯科技術との融合
があって初めて可能な研究となっているため，国際的にも評価された．今後の展望としては，得られた結果を人
工知能によって結びつけることにより、より総合的に患者さんを支援できるシステムを作成することである．



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
2011 年の若手研究（Ｂ）の助成による研究で，以下のことが明らかとなっていた．音声認識ス
コアは口蓋床の装着により有意に低下した．また音声認識スコアは従来法による会話明瞭度と
相関が見られた．また従来の聞き取りによる検査結果と会話明瞭度自動検査システムの結果に
相関が見られ，システムによる評価が有用であることが示唆された．顎義歯装着時と非装着時
における nasalanceは９つの単音節全てにおいて顎義歯装着時と非装着時に有意差が見られた．
フォルマント検査，心理音響検査の結果と発語明瞭度検査結果において，F2-range は義歯非装
着時より義歯装着時で大きく，/sa/のシャープネスは義歯装着時で高く，発語明瞭度も義歯装
着時に高かった．また顎欠損患者における Voice onset time について測定の基準を設けること
ができた．以上の結果をもとに本研究を行った 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は口腔癌の手術後におこる発話障害患者のために，口腔癌術後患者のための発話
支援ツールを作成することである．2011 年度の科学研究費若手（B）の助成により行われたコ
ンピュータによる患者音声分析の結果をもとに，多くの口腔癌術後患者の発話を支援するプロ
グラムを作製する計画である． 
 
３．研究の方法 
これまでに行われた会話明瞭度自動検査システム Ver.1.0.0.4 による研究結果，ナゾメーター
による研究結果，心理音響測定による研究結果を元に，障害のある発話を正常に近づけるため
の方法について株式会社アニモとの研究により検討した．また音声データを各患者の顎模型や
X 線写真データと関連付けて検討し，声道の形態と発話障害の関連について調べた．またドイ
ツフライブルク大学の研究チームとともに様々な顎顔面欠損模型のデジタル化の方法を検討し
た．顎欠損模型を口腔内スキャナーを用いてデジタル化し，精度を確かめた． 
 
４．研究成果 
ドイツチームとの共同研究により顎顔面欠損模型をデジタル化する様々な手法を検討すること
ができた．上顎欠損や下顎欠損の模型において口腔内スキャナーによるデジタル印象の精度が
高いことが分かった．結果について国際学会で発表したところ，多くの質問を受け，反響を呼
んだ．特に国際共同研究による展開で，本研究は世界的にも症例数の多い本学の顎顔面補綴治
療の実績と，常に最先端の研究が行われているドイツのデジタル歯科技術との融合があって初
めて可能な研究となり，国際的にも評価された．これらの結果について論文を作製したところ，
歯科補綴系のトップジャーナルに掲載された．今後の展望として，人工知能を用いてこれらの
研究結果を結び付け、患者を支援する総合的なシステムを開発することについて検討している． 
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